
一 般 質 問市政について問う！

問
１※

イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
推
進
に
つ
い

て
、
①
各
ス
テ
ー
ジ
で
の
取
組
状
況
は
。

②
教
職
員
養
成
の
取
組
は
。
③
特
別
支
援

教
育
推
進
計
画
策
定
の
見
込
は
。

答
教
育
長
／
①
幼
児
期
に
お
い
て
、
就

学
支
援
委
員
の
園
訪
問
や
就
学
時
健
康
診

断
等
で
状
況
把
握
を
行
い
、
適
切
な
就
学

支
援
に
努
め
て
い
る
。
ま
た
、
小
中
学
校

に
お
い
て
は
、
通
級
指
導
教
室
の
拡
充
に

加
え
、
通
常
学
級
・
特
別
支
援
学
級
・
特

別
支
援
学
校
の
子
供
た
ち
が
交
流
で
き
る

「
多
様
な
学
び
の
場
」
を
設
け
て
い
る
。

さ
ら
に
、
市
立
沼
津
高
等
学
校
に
は
、
特

別
支
援
教
育
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
中
心

問
愛
鷹
地
区
セ
ン
タ
ー
の
建
て
替
え
に

つ
い
て
、
①
本
地
区
で
想
定
さ
れ
る
災
害

の
種
類
や
想
定
避
難
者
数
等
の
見
込
み
は
。

②
指
定
避
難
所
の
具
備
機
能
と
し
て
、
必

要
な
部
屋
数
や
設
備
等
の
在
り
方
は
。

答
危
機
管
理
監
／
①
愛
鷹
地
区
に
お
い

て
想
定
さ
れ
る
災
害
は
地
震
・
洪
水
・
土

砂
な
ど
で
、
地
震
災
害
時
の
想
定
避
難
者

数
は
、
約
千
百
人
と
想
定
さ
れ
て
い
る
ほ

か
、
洪
水
や
土
砂
災
害
時
で
は
、
立
ち
退

き
避
難
が
必
要
と
さ
れ
る
人
数
を
約
三
千

四
百
人
と
想
定
し
て
い
る
。

企
画
部
長
／
②
指
定
避
難
所
に
必
要
な
機

能
と
し
て
、
物
資
を
備
蓄
す
る
た
め
の
ス

問
２※

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
に
つ
い
て
、
①
県

の
実
態
調
査
の
結
果
は
。
②
子
ど
も
の
権

利
を
守
る
た
め
の
本
市
の
役
割
は
。
③
学

校
に
お
け
る
把
握
方
法
と
支
援
は
。

答
福
祉
事
務
所
長
／
①
県
調
査
に
お
け

る
本
市
の
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
数
は
、
調

査
対
象
者
一
万
千
二
十
三
人
の
う
ち
五
百

十
三
人
で
あ
っ
た
。
②
子
ど
も
の
権
利
を

守
る
に
は
、
命
が
守
ら
れ
、
能
力
を
十
分

に
伸
ば
し
て
成
長
で
き
る
環
境
を
整
え
る

こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー

の
支
援
に
つ
い
て
は
、
本
人
等
の
意
思
を

尊
重
し
つ
つ
、
関
係
部
門
や
地
域
と
の
連

携
・
情
報
共
有
な
ど
が
必
要
で
あ
る
こ
と

問
沼
津
駅
周
辺
総
合
整
備
事
業
以
外
に

も
新
た
な
中
間
処
理
施
設
の
整
備
や
公
共

施
設
の
更
新
な
ど
、
大
き
な
事
業
が
控
え

て
お
り
、
市
民
の
理
解
を
得
る
た
め
に
は
、

財
政
的
な
裏
付
け
は
必
要
不
可
欠
で
あ
る

と
考
え
る
が
、
財
政
的
な
検
証
作
業
の
実

施
と
検
証
結
果
を
公
表
す
る
考
え
は
。

答
財
務
部
長
／
国
内
外
に
お
け
る
社
会

経
済
情
勢
が
大
き
く
変
化
す
る
中
で
、
本

市
の
各
種
事
業
を
着
実
に
推
進
し
て
い
く

た
め
に
は
、
い
ま
一
度
、
財
政
的
な
検
証

を
行
う
必
要
が
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
、

現
在
、
長
期
的
な
視
点
で
の
検
証
を
進
め

て
い
る
。
検
証
結
果
の
公
表
に
つ
い
て
は
、

と
な
る
校
内
特
別
支
援
委
員
会
を
設
置
し

て
い
る
。
②
新
規
採
用
の
教
職
員
が
、
特

別
支
援
学
級
等
を
経
験
で
き
る
よ
う
配
慮

し
て
い
る
ほ
か
、
通
常
学
級
の
教
職
員
と

児
童
生
徒
支
援
員
を
対
象
に
研
修
を
行
い
、

専
門
性
の
向
上
に
努
め
て
い
る
。
③
沼
津

市
教
育
基
本
構
想
の
中
で
、
イ
ン
ク
ル
ー

シ
ブ
教
育
シ
ス
テ
ム
の
推
進
を
目
標
に
掲

げ
て
お
り
、
児
童
生
徒
に
対
し
各
種
事
業

を
実
施
し
て
い
る
。
現
時
点
で
は
計
画
策

定
の
予
定
は
な
い
が
、
計
画
に
代
わ
る
リ

ー
フ
レ
ッ
ト
の
作
成
等
、
本
市
の
特
別
支

援
教
育
に
関
す
る
取
組
状
況
の
周
知
に
つ

い
て
検
討
し
て
い
く
。

か
ら
、
要
保
護
児
童
対
策
地
域
協
議
会
で

の
情
報
共
有
や
講
演
会
の
開
催
に
よ
る
周

知
・
啓
発
、
当
事
者
同
士
の
交
流
、
相
談

の
場
の
設
置
等
の
対
策
を
検
討
し
、
ヤ
ン

グ
ケ
ア
ラ
ー
へ
の
市
民
の
理
解
と
当
事
者

の
負
担
軽
減
に
努
め
る
。

教
育
長
／
③
県
の
実
態
調
査
と
は
別
に
ヤ

ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
実
態
把
握
調
査
を
行
う

と
と
も
に
、
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
定
義
や

兆
候
に
つ
い
て
、
教
職
員
間
で
情
報
共
有

し
理
解
を
深
め
た
ほ
か
、
県
が
設
置
し
た

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
相
談
窓
口
に
つ
い
て
児

童
生
徒
に
正
し
く
伝
え
ら
れ
る
よ
う
、
教

職
員
へ
周
知
徹
底
を
図
っ
た
。

内
容
の
精
査
に
時
間
を
要
す
る
こ
と
か
ら
、

令
和
五
年
の
で
き
る
限
り
早
い
時
期
に
示

し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問
県
が
公
表
し
た
鉄
道
高
架
事
業
費
の

増
額
を
受
け
、
市
が
負
担
す
る
鉄
道
高
架

関
連
事
業
費
も
増
額
が
想
定
さ
れ
る
が
、

こ
れ
に
対
す
る
本
市
の
認
識
は
。

答
市
長
／
今
回
、
鉄
道
高
架
事
業
費
が

増
額
と
な
っ
た
が
、
本
事
業
を
核
と
す
る

沼
津
駅
周
辺
総
合
整
備
事
業
は
、
本
市
の

将
来
を
支
え
る
必
要
不
可
欠
な
事
業
で
あ

る
た
め
、
今
後
も
財
政
的
な
検
証
を
確
実

に
行
い
、
早
期
完
成
に
向
け
、
県
と
連
携

し
て
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

浅
田
　
美
重
子

渡
部
　
一
二
実

霞
　
　
惠
介

髙
橋
　
達
也

本市のインクルーシブ教育推進
に向けた取組は

愛鷹地区センターにおける災害時の
具備機能は

ヤングケアラーの実態は

財政的な検証作業の実施と
検証結果を公表する考えは

ペ
ー
ス
や
非
常
用
電
源
の
確
保
な
ど
が
考

え
ら
れ
、
地
区
セ
ン
タ
ー
建
設
委
員
会
に

お
い
て
、
想
定
避
難
者
数
等
の
デ
ー
タ
を

基
に
必
要
な
設
備
等
を
協
議
し
て
い
く
。

問
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
Ｎ
Ｕ
Ｍ
Ａ
Ｚ

Ｕ
２
０
５
０
へ
の
対
応
策
と
し
て
、
地
区

セ
ン
タ
ー
更
新
の
際
に
省
エ
ネ
化
や
再
エ

ネ
設
備
を
導
入
す
る
考
え
は
。

答
市
長
／
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
率
の
良
い
空

調
設
備
等
の
導
入
に
よ
り
施
設
の
省
エ
ネ

化
を
推
進
す
る
ほ
か
、
太
陽
光
発
電
設
備

な
ど
の
再
エ
ネ
設
備
の
導
入
に
つ
い
て
は
、

そ
の
効
果
及
び
後
年
度
の
維
持
費
等
を
考

慮
し
、
検
討
し
て
い
く
。
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